
第 17回 歯 科 衛

平成 14年 7月

生 研 究 会

日 時/平成 14年 7月 17日 (水)午後5時 30分

会 場/日本歯科大学新潟歯学部アイヴィホール

集録抄演講

日本歯科大学新潟短期大学



歯科衛生研究会

会    長 石川富士郎

実行委員長  阿部邦昭

企画運営委員 高橋正志、宮崎晶子、三富純子、高山夕見子
庶務渉外委員 佐藤治美、片野志保、渡辺祥代、日遷智子、将月紀子
事務担当委員 入江三夫

[一般講演・講演者の方へ]

1)使用できるスライドプロジェクタ…は2台です。
2)スライドはすべて研究会開始20分前までに受付係にお渡し下さい.

3)演題・演者名など、不要なスライドのご使用はご遠慮下さい。
4)スライ ドカローセルは受付でお渡しします。
5)受付で必ずスライドの試写をお願いします.

6)一般講演の発表時間は8分 (予鈴 7分で青ランプ、終鈴 8分で赤ラ
ンプ)、 討論時間は4分です。

7)その他のお知らせ事項は当日受付で致します。



日 時 平成 14年 7月 17日 (水)17時 30分～18時 52分
会 場 日本歯科大学新潟歯学部 アイヴィホール

<講演時間8分、質疑応答時間4分>
[開会の辞]<17:30～ 17:35>

座長 松田 しのぶ 先生
<17:35～ 17:47>
1。 ヒ ト永久歯の最深層エナメル質の組織構造と酸腐蝕性について

新潟短期大学     o高 橋正志

新潟歯学部 0回解1   小林 寛
<17:47～ 17:59>
2.第 1報「カリオグラムJを用いた検査方法と日本歯科大学新潟歯学部付属歯科病院における
カリエスリスク検査システムと評価について

新潟短期大学    o田 邊智子、片野志保、荒井 桂
新潟歯学部 0口腔衛生  石丼瑞樹、小松崎 明、末高武彦
新潟歯学部・保存2   鈴木雅也、日中紀裕、加藤喜郎

<17:59～ 18:11>
3。インターネットではフッ素による

“

蝕予防はどの様に伝えられているか

新潟短期大学専攻科  〇渡遅亜樹

新潟短期大学     中村直樹

附属病院総診 2f日外  二宮―智

座長 土田江見子 先生
<18:11～ 18:23>
4。初心者糖尿病教室に参加 して

新潟短期大学専攻科  ○直江明香

附属病院総診3     長澤貴子、水谷太尊
新潟短期大学      中村直樹

<18:23～ 18:35>
5。インプラン ト治療における歯科衛生士の役割

新潟短期大学専攻科  ○内山美幸
附属病院総診 4・ 日外  金子恭士

<18:35～ 18:47>
6.総合診療科 4における診療環境に関する患者アンケート調査

第一報 清掃整理について

附属病院歯科衛生科  ○臼杵野衣、柴崎知子、山崎明子、坂井由紀

自丼かおり

附属病院総診4     大沼典男、南部弘喜、五十翼勝
[閉会の辞]<18:47～ 18:52>



ヒ‐
卜永久歯の最深層エナメル質の組織構造と酸

腐蝕性について

新潟短期大学    ○高橋正志

新潟歯学部口解 1   小林 寛

[目 的]う 蝕予防の観点から、ヒトの永久歯

の最深層にみられた特殊なエナメル質の組織構

造と酸腐蝕性について検討した。

[材料 と方法]材料として、抜去後、ただち

に 10%中性ホルマ リンで固定したヒトの永久歯

を使用 した。咬頭頂を通る頬舌側方向の研磨標

本を作製 し、エナメル質の組織構造を偏光顕微

鏡で観察した。同一標本の研磨面およびエナメ

ル質表面にほぼ平行な再研磨面を10%NaOClで 1

時間処理後、0.05N HClで 3分間または2.5%EDTA
で 12時間腐蝕 し、水洗、アルコール脱水し、臨

界点乾燥 したのち白金蒸着を施 し、S-800型走

査電顕 (日 立)で観察 した。また、研磨標本の

一部は、エナメル象牙境での割断面を作製 し、

同様にして走査電顕で観察した。

〔結果〕研磨標本を偏光顕微鏡で観察すると、
エナメル質最深層に、小柱構造が認められず、

逆に成長線の構造が明瞭な層が認 め られた。
EDTAで 12時間腐蝕 された研磨面では、エナメル

質最深層に深い溝が観察された。エナメル象牙

境での割断面では、象牙質の外表面に象飛 卜希
の陥凹が認められ、反対側のエナメル質の内表

面では象牙小密に対応する多数の半球形の突出

部が観察 された。類円形の小柱断面がみ られる

内層エナメル質 Ⅱ帯と象牙質の外表面との間の

割断面では、特徴的な菱面体形の結晶様構造が

観察された。第 3大臼歯の内層エナメル質Ⅲ帯
では、U字形の小柱断面だけでなく、ニホンザル

などの狭鼻猿類にみ られる楕 円形の閉じた小柱

断面がかなりの範囲にみられた。

[考察]平ナメル質最深層にみられた無小柱
エナメル質には、割断面で菱面体形の結晶様構

造が観察 された点から、ハイ ドロキシアパタイ

トのほかにフィ トロッカイ トなどの、他の種類
のリン酸カルシウムの結晶が含まれていると考

えられる。この無小柱エナメル質は、比較組織

学的には、両生類 と爬虫類の中層エナメル質に

相当す ると考えられる。エナメル質最深層の無

小柱エナメル質はきわめて酸で腐蝕 されやすい

点から、この特殊なエナメル質の存在が、う蝕
のエナメル象牙境での側方拡大に関連している
と考えられる。第 3大臼歯の内層エナメル質Ⅲ
帯でみ られた楕円形の閉じた小柱断面の存在
は、細胞 レベルでの狭妻1猿類段階への先祖返 り

現象と推察される。

第1報「カリオグラム」をもちいた検査方法と日

本歯科大学新潟歯学部附属病院におけるカリエ

スリスク検査システムと評価について

新潟短期大学 ○田邊智子、片野志保、荒井 桂

新潟歯学部口衛 石井瑞樹、小松崎 明

末高武彦

新潟歯学部保存 2鈴木雅也、日中紀裕、加藤喜郎

歯科医療がキュアからケアの時代に移 り変わろ

うとする中、顔蝕に対する予防と抑制を幹とした
「カリオロジー」が注目を浴びている。特に齢蝕

発症予測検査 (カ リエスリスク検査)は嬬蝕発症

に関わる要因の把握と重要度を評価するために必

須といえる。
この度、日本歯科大学新潟歯学部附属病院にお

いてもカリエスリスク検査システム (Dentocult)

が導入され活用され始めた。その成果が臨床にお
いて大いに期待されるところである。本システム

を有効に使用するためには口腔衛生指導、栄養指

導、キシリトールガムなどの摂取指導など、歯科
衛生士の役割も非常に重要な位置を占めている。
今回、第一報として Dentocultを使用した唾液検
査法の実際、その成績ならびに問診から得られた

情報から評価する、カリエスリスク判定支援ソフ

ト「カリオグラム」について紹介する。



インターネットではフッ素による館蝕予防はど

の様に伝えられているか

新潟短期大学専攻科 ○渡邊亜樹

新潟短期大学     中村直樹

附属病院総診 2・ 日外 二宮一智

【目 的】現在、カロ速度的にインターネット普

及率が上昇している。これを受けて、医療に関

する情報、知識も圧倒的な量でインターネット

上を流れることになった。それらは世界的な規

模での医療サービスの変化を誘発し、その結果

膨大な医療情報の中から有益なものだけを収集

する方法が必要になる。そこで、私たちが日常

行つている頗蝕予防へのフッ化物応用について

インターネットでは、どの様に伝えられている

かを検索した。そして一般利用者へ伝えられて

いる情報内容を確認 し、患者ぅの対応方法を考

える一助とすることを目的とした。

【方 法】 MSN Searchを 用いて「フッ素」お

よび「歯」という語句で検索した。

【結 果1 210件のページが検索された。これ

は 125の ホームページとして確認できた。
。
その

内訳は歯科医院 35件、県市の歯科医師会 19件、

役所 。保健所などの公共のサイ ト34件、歯科ネ

ット、健康ネット、子育てサイ ト、新聞社がそ

れぞれ 3件であつた。他には歯科大学、小学校、

歯磨剤企業や環境保護に関してのホームなどが

検索された。

保健所、歯科医師会、歯科医院はフッ素の有

用性やフッ素塗布の公示などがほとんどであっ

た。歯科におけるフッ素の専門サイ トとしては、

水道水フッ素化委員会、日本むし歯予防フッ素

推進会議などがあり(こ れらは世界的に行われ
ている水道水へのフッ素添カロを推進するホーム
ページであつた。また、これ とは反対にフッ素
の歯科応用への警鐘をならすフッ素研究会、フ

ッ素毒警告ネットワークなどがあった。

【考 察】 推進派と反対派のホームページは

お互いに牽制 し、攻撃し合つており、一般利用

者はどちらが正しいか戸惑 うと思われる。フッ

素使用反対派の意見は、歯科医療関係者養成機

関では教わる機会がないだけに、自分自身で客

観的データを多く集め、結論を導き出し、歯科

医療に携わつていかなければならないと痛感し

た。現在 WHOお よび FDIな どが奨める虫歯予防法

は 1.水道水のフッ素化、2.学校・幼稚園でのフ

ッ素洗 口およびフッ素塗布、3.学校等でのシー

ラン ト、4.砂糖の摂取制限、5。 歯磨き (フ ッ素

入り歯磨剤使用が条件)と している。これらの

事実も踏まえ、患者への適切な対応が必要だと

考えられた。

初心者糖尿病教室に参カロして

新潟短期大学専攻科 ○直江明香

附属病院総診 3・ 日外 長澤貴子、水谷太尊

新潟短期大学     中村直樹

現在,糖尿病患者は全国に690万人を超え,糖
尿病予備軍はその倍にのぼるとされ,特に 40歳以

上では 10人に 1人が糖尿病患者といわれており,

これは国民病と言つても過言ではありません。

糖尿病は網膜症による失明,神経障害や糖尿病性

腎症など,合併症を引き起こします。以前から,

歯周病は糖尿病の合併症の一つであるとされてき

ましたが,患者の歯周病に対する関心は低いとの

報告もあります。今後ますます増え続けると思わ

れる糖尿病患者とその合併症を抑えるには,正 し

い食生活を始めとする生活管理の教育がとても重

要と′なります。

しかし,糖尿病の患者数に比べて専門医の数は

あまりに少なく,満足できる医療を提供している

とはいえません。このような状況を解消するため

に,2000年から看護師,栄養士などを対象とした

「糖尿病療養指導士」の資格制度が始まりました。

糖尿病の療養指導などで,よ り良い医療サービス

を提供できることが期待されています。現在の制

度では私達,歯科衛生士には受験資格は認められ

ていませんが,歯科衛生士の立場から糖尿病患者

の健康に貢献できることは多いと考えます。

今回,私達は実際に初心者糖尿病教室に参加する

機会を得ました。信楽園病院糖尿病外来では,2
週間の教育入院を基本としていますが,様々な理

由によつて入院不可能な患者に対しては,初心者

糖尿病教室として 2回にわたって医師,管理栄養

士,看護師からなる糖尿病教室運営スタッフによ

る講議が行われています。現在,介護保険制度の

導入にともない,歯科衛生士が歯科以外の医療ス

タッフと一緒に活動する機会が増えています。QOL

の観点からの周囲の高い要求に答えられるよう,

糖尿病を持つ患者さんについて勉強を重ね,お互

いに情報交換をすることで向上をはかつていきた

いと考えました。
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総合診療科4における診療環境に関する患者アン
ケート調査

第一報 清掃整理について

附属病院歯科衛生科 ○由杵野衣、柴崎痛事
山崎明子、坂井由紀
白井かおり

附属病院総診4 大沼典男、南部弘喜、五十嵐勝

診療室が雑然とし、
患者だけでなく医療スタッフも不1民感を持つこと
となる。診療室が清潔で整理された状態であるこ
とは、患者が安心して快適に診療を受けるととも
に、医療従事者らが能率良く快適に仕事を行う上
でも非常に重要で、その診療室の清潔、整理整頓

合診療科 4における来院患者が、医療従事者とは
違 う立場からの視点、観点で、普段どのような場
所の清窓、整理整頓状態を気にしてぃるのか、ま
た気になる度合いについて意昇を調査 0検討する
ことを目的としてァンケー トを行った。
アンケー トは、平成 14年 6月 17日 から 21日 ま

での期間中に日本歯科大学新潟歯学部附属病院・
総合診療科 4に来院した患者を対象とし、診療後
にアンケー トの協力を求め、承諾を得てから無記
名で自記方式により実施 した。

質問内容は、性別、年齢、当病院への通院期間、
他医院への通院軒数を記入の後、1,待合室 2.受
付周辺 3.診療室内通路 4.ユニット内の清掃、整
理整頓状態を、3段階 (全 く気にならない、少し
気になる、非常に気になる)で評価してもらった。
また、アンケー ト用紙にユニット写真を添付 し、
写真中の記号の中から目のいく気になる場所を挙
げてもらう記述式とともに、指定した場所につい
ては清掃、整理整頓状態の気になる度合いを 3段
階で評価 してもらった。今回、期間中の来院患者
315名 中、協力の得られた 150名 (約 50%)のア
ンケー ト内容について、その結果 と意見をまとめ
考察したぃ。



次回の「歯科衛生研究会」は平成 15年 2月 下旬 (水曜日)に

開催する予定です。

多数の演題の申し込みをお待ちしております。


